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その後の西シベリア油田

･ガス山群①

資料室

はじめに

丙シベリア平原で計面的な石油探査が始まったのは

1948年のことである.ナチスドイツの侵略を受けて

国民の10人に1人が殺され鉱工業生産施設の33%農

地の25%が破壊されたソ連がいわば国運をかけての事

業であった.そして1952年トムスク州コルパジェボ

の構造試錐井で古生界上部系からシベリア最初の油徴

が得られ1953年9月チュメニ州ベリョｰゾボの構造

試錐でシベリア最初の天然ガス田(ジュラ系上部統)が発

見されさらに1960年6月チュメニ州トリョｰホゼロ地

区(シャイｰム地区)で西シベリア最初の油田が発見され

るにいたったがその産油層はジュラ系上部統のもので

当時それ自体は開発投資にふさわしい規模の油層とは

評価されなかった.むしろ同年5月に発見された東

シベリアのマルコボ油田の方が有望であった.

(CgBいわゆるコメコン)加盟諸国などの宝庫となるべき

第一歩をふみだしたのである.そして1963年にベリ

ョ｣ゾボ天然ガス円で天然ガスの生産が1964年にトリ

ョｰホゼロ(旧名シャイｰム)油困メギオン油田ウス

チｰバルィ､ク油田でほぼ同時に石油の採掘が始まった.

これが1975年1月1日現征までの発見可採油田･ガ

ス因数2441978年の生産実績石油2億5,400万t天

然ガス1,150億m3(エコノミｰチエスカヤガゼｰタ紙)に

発展している(第1図).ソ連の文献によると1973年

12月31目までのチュメニ油田群の総産油量は270×106t

であり筆者の推算では採油開始から1978年!2月31目

までの総産油量は1,183×106t(比重0.80で÷9,040x106

バｰレノレ)に達している.

これにいたるまでの遣が険しかったであろうことは

容易に察しがつく.投資額も莫大であった(第1表)･

ところが翌1961年4月になってチュメニ州メギオン

区で白亜系下部統から可採油層が発見されそしてトリ

ョｰホゼロ油目ヨの鉱量も増大し続いて1962年に同州の

タソフスキｰの構造試錐井で白亜系上部統中の可採天

然ガス層が発見されるにいたって西シベリアは世界

最大の産油国ソ連の宝庫ひいては経済相互援助会議

この第1表で明らか粧ように1973年の末までに西シ

ベリアの油田･ガス田の探査に投ぜられた資金は人件

費を除いて17億9,175万ルｰブル(÷5,555億円1ルｰブ

ル=310円)に達している.もちろんその中には開

発経費は含まれていない.道路や都市の建設チュメ

ニｰスノレグｰトｰニジュネバルトフスク鉄道やハントィ
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第1図

石滴と天然ガスの生産実績を報道する

“エコノミｰチェスカヤガゼｰタ"紙�
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策1表面シベリア地方における地質調査･石油天然ガス探査の鐙と支出(1974.1.1.魂在)

作業項目

作業量単位

作業量

支出経費

(×106ルｰブル)

対総投資比

(劣)

1.地質調査�×108たm2�3200.0�0.99�O.06

2.空中磁気探査�〃�6068.2�7.73�0.43

広域空中磁気探査�〃�3017.3�1.80�

精密空中磁気探査�〃�3050.9�5.93�

3.電気探査�〃�383.6�10.05�0.56

垂直探査�x1Osた皿�27,5��

同上�x108km望�43.7�3.35�

広域地電流法探査�〃�2エ6.7�3.04�

精密地電流探査�〃�57.9�1.43�

地磁気一地電流法探査�x10冠km�4.6�2.23�

同上�×108km2�65.3��

41地盤探査�×10gkm�427.4�403.51�22.52

広域反射法地震探査�×103km2�1292.3�31.71�

広域屈折法地震探査(面探査)�〃�202.7�2.39�

〃(陸上･線探査)�×10skm�1工.4�5.45�

広域反射法地震探査(〃)�〃�18.2�ユ3.95�

〃(水上･線探査)�〃�14.4�8.04�

広域複合屈折法地繁探査(陸上･線探査)�〃�8.1�ユ0.50�

広域深部地震探査�〃�6.6�2.80�

精密反射法地震探査�〃�365.6�320.30�

精密反射法･CDP法地震探査�〃�2.7�7.20�

5.その他の地球物理探査法による探査�〃�i�67.31�3.75

6.地質調査試錐�×10om�1.3�34.75�1.94

6.線状配置試錐�〃�O.5�15.27�

面的配置試錐�〃�0.8�ユ9.48�

7.深部試錐�〃�6.83�1267.41�70174

構造試錐(基本試錐)�〃�0.07�26.12�

調査試錐�''�2.43�473.00�

探査試錐�〃�4.33�768.29�

[A.臥K0HT0p0BHqほか(1975):Feo"orH兄HeΦTnHFa3a3ana珊0HCH6HpH:Moc畑a]

=マンシｰスクｰニジュネバルトフスクｰアンガルスク

油送管の敷設に要した経費が含まれていない.たとえ

そのような経費カミ探査費の何10倍になったとしてもソ

連は豊かにたったのである､ソ連は自前で西シベリア

の油田･ガス山群を開発し西シベリアは確実にソ連を

世界最大の産油国に押しあげた.今年の石油生産目標

5億g,300万tは西シベリア(目標2億8･470万t)に大き

く依存することになるが酉シベリアにとってこの数字

は無理柾ものではなさそうだ.たとえば現在採油さ

れている油田は可採油田160の22.5%36油田にすぎ

ないから.

西シベリアでの油田とガス田の分布が拡がるに伴って

幾つかの油田･ガス田区が形づくられ今では西シベ

リア油田･ガス田生成区はプリウラルフロロフガイ

ムィソヴィパｰイドゥギナヴァシュガｰンスレド

ネオヒナドィムｰプｰルグィ』ダ南ヤマ]ルプ

ｰルｰタｰスウスチｰエニセイの11油田･ガス田区に

分けられている(第2図).以下1974年4月1日現在

の各油田･ガス目ヨ区別にその主なタイプの油閏とガス

岡について述べる.

プリウラル*油田･ガス田区

西シベリアの油田･ガス田とそのタイプ

*本来のソ連の地名のつけ方からすると“ザウラル"とよぶべ

きだろうがソ連白体の命名たのでそのまま採用した�
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擾画油田･ガス田

[口噴油地点

[o噴ガス手也点1

基

『

■一^､一､マキシム

キンヤｰル

圃中生界一新生界堆積盆

⊆;≡ヨ西シベリア油田･ガス田生成区

Eヨ油田･ガス田区

[ヨ油田･ガス田域

⑳油田･ガス出番号

､55055110165㎞

由

第2図

面シベリア油田･ガス

岡分布図

この油田･ガス田区はさらにベリョｰゾボ城シ

ャイｰム城カラバｰシュ域の3油田･ガス田域に細分

され(第3図)26油田(6)22天然ガス田(5)3天

然ガス･油田(2)2ガスコンデンセｰド･天然ガス･油

田(0)が知られている.()内は1974年1月1

日現在の稼行中のものの数である.

第2表はその油岡とガス田の基本デｰタをまとめた

ものである.

第2表に示した油田･ガス田などのうちこの油岡･

ガス田区を代表するタイプのものについて紹介する.

トリョｰホゼロ(丁町｡khoZero)油田この油田はム

ｰルイミヤ川の河口(コｰンダ川との合流地)に位置し

シャイｰム地形南東斜面の南西部トリョｰホゼロおよ

びムｰルイミヤ両局地ライズに拡がっている(第4図).

この両ライズは1959年にシャイ』ム地形南西部で行

われた反射法地震探査によって発見されたものでそ

のうちのトリョｰホゼロ局地ライズは北西につき出た

弧状を呈し基盤面からのヘッドは50mだが帽岩でみ

たヘッドは10mにたる.

ムｰルィミヤ局地ライズは一1,400mの等深線にそ

ってほぼ南北方向に基盤面を縁どりヘッドは60mで�
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策2表

プリウラル油田･ガス田軍の油田と天然ガス田の基本デｰタ

(A.a.コントロヴィチほか:1975)

産出度池水界油柱･

産出層種類トラップ遮蔽層ビｰン(/井)面･ガス

層圧層温水界面ガス性

油田'ガス田名発見年の記号ののタイプの層厚口径石油ガスコン天然ガス(ガス油

デンセｰ界面)標の高さ

∴

①.ベリョｰゾボ1953

2.テミンスキｰ1955

3.南アリャゾフスキ』1956

4.北アリャゾフスキｰ1956

⑤.ポフロム1960

6.チュユリスキｰ1958

7.ツギヤン1960

⑧.北イｰグリム1959

⑨.南イｰグリム1961

10.パウリｰツラｰ1960

11.ヌリンｰツラｰ1961

12.西スイスコンスィニヤ1962

13.東スイスコンスィニヤ1961

14.南スイスコンスィニヤ1963

⑮.プンガ1961

16.ゴ'ノレノエ1962

17.西オｰセルノエ1965

18.東オｰセルノエ1963

1.ベリョゾボ天然ガス
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2･シャイｰム油田域(3.7万km2)

22.ムｰルィミヤ1960

⑳.トリョｰホゼロ1960

24.北トリョｰホゼロ1969

⑳.南モルトィミヤ1962

⑳.西モルトィミヤ1964

27.北モルトィミヤ1962

⑱.モルトィミヤｰテｰテレフ1961

⑳.北テｰテレフ1966

⑳.東テｰテレフ196{

⑳.南テｰテレフ1963

32.南トルゥム1966

33.北トルゥム1966
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200�8�112�一�12�155�80�1501�25

200�9�20�'�一�158�82�1517�37

200�9�20�一�■�一�80�1532�65

250�8�139�■�14�166�86�1545�80
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34.東トルゥム1968

35.トルゥムｰセミビドフスキｰ

36.東セミビドフスキｰ1972

37.カユモフスキｰ1971

38.南ポタナイ1966

39､北ポタナイ1965

40.カルトピヤｰオバン1967

41.西カルトピヤ1967

42.ヤフラ1971

43,1ゴビンスキｰ1973

44.フィリッポボ1968

45.北ウｰビンスコエ1964

46.'西ウｰビ:■スニ｣工1966

47､マロウｰビンスコエ1965

48.一南ウｰビンスコエ1965

49.スレドネムｰルfミヤ1963

⑩.ダニロフスコエ1966

51.レミヤ1964

52.ベルフネレミヤ1966
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3､カラバｰシュ天然ガス閏域

53.カラバｰシュ1964
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注:産出層の記号は通称(現場記号)であって地層の時代を現わすとは隈らないたとえばベリョｰゾボ天然ガス田のP1-8層は古生層でも

古第三系でもなく白亜系上部層である

種類の記号……O一油層G一天然ガス層OG一ガスキャヅプを伴う油層OGC一ガスコンデンセｰトキャップを伴う油層

GCO一油層線を伴うガスコンデンセｰト層

トラップのタイプ記号……PLS一層状層相一層序トラップPM一層状一塊状トラップPL一層状層相トラップM一塊状トラップ

PLSM一塊状トラップを伴う層状層梱一層序トラップML一塊状一堆積相トラヅプ

PS一層状一ドｰム状トラッブ

頭の番号数字のうち一○で囲んであるのは稼行中のものAS一開放(?)

篶

オ､⑥ノ

�

ノ

プ

鰯m■

�

締

マｰぺ戸'

一

ヘ

オビあ

艦㌻

第3図

プリウラル油田･ガス田区の油

田･ガス田の分布状況

(凡例は第1図参照)

油田･ガス国の番号は第2表

の各頭の番号と同じ.

ある.しかし両局地ライズは等深線一1,425mの

基盤面をとると一つの閉じたヘッド85mの南北性構

造を形づくっている.

これらのライズでの探査試錐は1959年に始ま一り1960

年に最初の出油をみた.

基盤を構成する岩体は花闇岩(296-320×10盾年一石

炭紀)と結晶片岩類(478×10･年一オルドビス紀)からな

りその上に堆積したチュメニ累層(ジュラ系J｡一｡tm)と

シャイｰム累層(JrK､｡m)さらにその上位の白亜系

吉第三系第四系を加えた総層厚は1,410-1,541mであ

る.

本油田の可採産油層は1層で深度1,463-1,503mに

ある.そして石油を胚胎している地層は全体とし

て単一の水理力学的関係を備えている.

油層はチュメニ累層とボグゥルカ層(J｡)に胚胎され

てレ･る.

チュメニ累層は褐炭の薄層を爽有するシルト岩と砂�
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岩からなり砂岩の開放孔隙率は2%から27%平均11

-15%透水度は0.1-145ミリダルシｰ平均20-40ミ

リダルシｰである.ボグゥノレカ層はこの累層の上位に

分布し下部･中部･上部の3部属に分けられ本油田

の大部分に3部属とも発達しているがその尖滅帯付近

では下部層→中部層→上部層ないしその逆順序で尖滅し

ている.そのうちの下部層は礫層の薄層を伴った細

粒質の石英砂岩からなり(序さ(〕｡6m)中部層はシルト

岩と泥岩の薄層を爽有した雑粒質粘土に當んだポリミ

クト砂岩からなり(厚さ10n･)上部層は細粒質砂岩と生

物源弊履石灰岩からたる.これらの砂岩と生物源砂層

石灰岩の開放孔隙率は3.5-35%平場17-20%透水

度はO.1-0.2ミリダルシｰから700-1,363ミリダルシｰ

平均150-200ミリダルシｰで貯留性が格段に低いのが

中部層である.

原油の比重は().827-O.858平均(火840で満水界面

に近いものほど大きく尖滅帯の産油層の盛り上り部分

でもO.840-0,845まで増大する.

ガス要素は65m3/tから170m3/tまで変化しその値

は原油の比重に左右され平均して比重が0.64-0.65の

ときにはガス要素が160-170m3/t0.75-0.76のとき

には65-70m3/tであるが原油の比重が｡.84-o.85を

こえるとこの関係は成りたたなく抵る･

原油の硫黄含有率は0.32-O,64%(平均0.45%)珪

酸ケルダｰル含有率は4.8-11.41%(平均9,0%)ア

スファノレテン含有率は0.3-0.6%(平均0.4%)固体

パラフィン含有率は2.3-5.6%(平均3.5%)である.

そのパラフィンの融点は5!-59氾である.これら

のタｰルアスファノレテンパラフィンと原油の比重

あるいは油層賦存深度との間にはどのような相関性も

認められない.狂お窒素含有率は0.(〕8-O.13%平均

してO.11%である.

随伴ガスにはメタンが4.47-60.39%平均45,7%

窒素がα86-5.67%(平均3.79%)炭酸ガスが0,77-

88,og%(平均8.80%)含まれている.この随伴ガス

の脂肪族係数CH4/■(crc･)はガス要素の値に左右

されガス要素が小さい(70m3/t)部分は&30大きい

(1ユ5-137m3/t)部分は0.43平均してO.91である.さ

らに(C.H･十C･H1･)/(C･H･十C･H1｡)の値は!.04-O.28

平均α62原油の分子水素含有率は0-2.43%平均

0.16%である.

本油田は単純一単層型に属しこのような油田がシャ

イｰム地形斜面に発達している.1964年に採油され始

めてから1973年12月31目までの産油量は!(〕,236,000t

､､損

,幾獺･

簿

�

''･､芒一一十十

∅
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●

十

姦簸1ク

孫灘

十斗十%

一"､･纐ク

κ'価;o

譲･篶稽紡
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㌣滋,竃二

･![コ3

策4図トリョｰホゼロ油田とその隣接油田群の構造

1一油層分布範囲2一可採油層欠除範囲3一試すい魚

油囲一I一ムｰルィミヤ油田π一テｰテレフ油田

1I一モルトィミヤ油帽V一トリョｰホゼロ油田

皿一南モルトでミヤ油田VI一オグネボ･ドｰム

(÷74,500,000バｰレル)であるが197!年の!,554,000t

をピｰクに減少傾向にある.

ダニロフスコエ油田この油田はムｰルィミヤ州

とコｰンダ川を分ける分水嶺の地にあり1964年に反射

法地震探査によって把握されたダニロフスコエ局地ライ

ズに位置している.そのライズの基盤面からのヘッド

は160mである.'

このライズに対する探査試錐は/965年に始まり油田

は翌年に発見された.

基盤は暗灰色スピライトと塩基性噴出岩から汝りト

リョｰホゼロ油目ヨでもそうであるが基盤面下60mまで

風化殻カミ発達しライズの軸部分は侵食作用を受けてい

る.ダニロフスコエライズ翼部の基盤と風化殻上に

はチュメニ累層さらにその上位にはボグゥルカ層が

同ライズ軸部の基盤･風化殻上にはプリヤノフカ累層の

泥質岩が分布する.ボグゥルカ層の分布範囲は広く粗

い.その尖滅境界線はチュメニ累層の岩層の尖減境

界線と大体一致している.マリヤノフカ累層の泥質岩

の上には白亜系と古第三系カミ拡がり新第三系を欠き

厚さ50mの第四系がアトノレィム累層(漸新統下一部階)上に�
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第5図

ダニロフスコエ油田の模式断面

1一滴水界面7一チュメニ累層

2一ジュラ系上部統8一風化殻

3一ジュラ系中部統9一基盤岩層

4一二畳一三畳系

5一古生界

6一ケロベイ統オックスフォｰド統ギンメリッジ統

分布する.ライズ範囲の堆積被覆層の総層厚は1,700ベリョｰゾボ天然ガス田この天然ガス田はセｰ

一1,860m油層は1層で深度1,690-1,790mに分布ベルナヤソｰシバ川の盆地ベリョ』ゾボ部落の北東

する(第5図).に接し(第6図)ベリョｰゾボ単斜構造のアリャソフ隆

油層は構造性環状トラップに胚胎され産油層はホグ起西部で1954年に反射法地震探査によって把握されたベ

ゥルカ層とチュメニ累層でライズ範囲の大部分ではリョ]ゾボ局地性ライズに胚胎されている.このベリ

両者が水理力学的には互いに一体をなしている.ヨｰゾボ局地性ライズはジュラ系上部統産ガス層ホグ

原油はナフテンｰメタン質でナフテン系炭化水素カミゥルカ層の上面によれば等高線一1,275mを輪郭とし

30-35%メタン系炭化水素が45-50%を占める.原その規模はNWに長い6.Oたm×7.5kmでヘッドは

油の比重は構造状態や満水界面に関わりなく北部28mであるがジャンパｰニュｰマ｣ストリヒドｰダン

(o.843)から南部･西部(o.867)に向って大きくなる.階のガニカ累層の上面によれば局地性ライズが構造ノ

ガス要素は65-70m3/tであり上記の方向に硫黄含有]スを形づくりそのヘッドは15mである.

率(o.42%→o.56%)も固体パラフィン含有率(3.30%ベリョｰゾボ局地性ライズに対する深部試錐は1952年

→4.92%)も珪酸ゲノレタｰル(4.61%→6.40%)も増大すに始められその基点試錐1号井によって1953年に本天

る.アスファノレテンの量は油層の頂部から南と西の然ガス田が発見された.これは精密地震探査実施前

池水界面に向って増大する(o,41%→1.25%).の意表をついた嬉しい誤算であったらしい.そのと

その他の満目ヨ諾元については第2表をみて欲しい.きのガスのすさまじい噴出状況については本誌の第

このようなタイプの油田は上コｰンダ堆積盆地の斜面235号で紹介した通りである.

に沿って発達しダニロフスコエ型のトラップを作るに

はシャイｰム地形から遠いほど局地性ライズの規模基盤の地質は黒雲母片麻岩黒雲母一角閃石片麻岩

が大規模でなくてはならない.なお本油田は1977年および注入花崩岩で構成されその片麻岩類の絶対年代

から生産に入った.は1,250×106年すなわち原生代後期に相当し注入

花南岩の絶対年代は296×106年すなわち石炭紀後期

タに相当する.この基盤岩上部には風化殻が発達しそ

一一癖糺⊂クの厚!は最大…で構造隆起頂部付近では侵蝕作用を

イ

駄

受けている.

�

1一

､

��

基盤岩およびその風化殻の上にチュメニ累層ホグ

.盲
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奪

ウノレカ層アリャソフ累層泥質層が重なりさらにその
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曲11一語､｡ξ上位に白亜系が一部にはさらに古第三系が分布し新

β軸拷燃ル紗･冬メ第三系を欠/･第四系水成層を含めたべ1ヨｰゾボ

＼･彫物勃､､/ノ/天然ガス田の堆積被覆層の総層厚は1,270-1,350mで

､ジll!ノ菰灘二鳩8一一㈱

∫

回1魑3///1一産ガス層被覆層の等深線

四2[夏コ4_ノ/12一反射層の等深線

ノ＼3一溜曲西一翼の隆起帯

囲51＼｡_産ガス井

1･帖｡_ガス胚胎範囲�
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ある.

天然ガス層は1層で地表下1,266-1,321mに分布し

ボグゥルカ層に胚胎されライズの斜面に発達しド]

ム部には存在していない.層位遮蔽型の層状環形トラ

ップを構成し貯留層は細粒一中粒質石英一長石砂岩で

ありその開放孔隙率は30-32%透水度は1,400-

2,000mDである.

トラップのガス充填係数は1.0に等しいがベリョｰ

ゾボ局地性ライズとこれに隣接するテミンスキｰ局地性

ライズはボグゥルカ層の上面によれば一1,300mの

等高線でとりまかれ一つの閉じた面積146km2のク

目一ジャｰを形づくっている.このクロｰジャｰの孔

隙量から出発すれば充填係数はデミンスキ]天然ガス

田の埋蔵量を考慮しても0.1となる.

このガス田の天然ガスはメタン系(CH｡含有率93-95%)

でメタン族炭化水素1.O-1.2%窒素3-5%一酸

化炭素0.3-1.0%を含んでいる.このガスは比重

0.84のナフテン基からなるコンデンセｰトを少量ながら

含有しそのコンデンセｰトは沸点が203℃である.

本天然ガス田は!963年からガスを生産し初年の17

億㎜ヨから1973年の108億m3と1年に5徳ないし20億

平王づつ増産してきているが1973年12月31目までの総

生産量は600億m3で同目現在の西シベリアでの稼行

ガス田8田の中で第7位ガス生産量比は0.08%にすぎ

ない.

プンガ天然ガス田この天然ガス田はマｰラヤソ

ｰシバ川とプンガ川の合流点の南12kmに位置しベリ

ョｰゾボ単斜の斜面に対する1960牢の反射法地震探査で

把握されたプンガ局地性ライズに胚胎されている.こ

の局地性ライズの形は円に近く少しNEに長い!0km

×12良mの規模のもので基盤面からのヘッドは325m

ガリカ累属(前掲)の上面からすればヘッドは10mで

ある.

プンガ局地性ライズに対する探査試錐は196(〕年に始ま

り!96!年に探査試錐2号の2!4骨井で本天然ガス田が

発見された.

基盤の地質は含角閃石一正長石一微斜長石花商岩を

主とし西斜面にはウラル岩化はんれい岩が分布する.

その花陶岩の絶対年代は422-439×10『年でシノレル紀

に相当しはんれい岩の場合は433×106年でこれも

シノレル紀に相当する.この基盤岩にも風化殻が形成さ

れその厚さは29mに達している.これらの上位には

チュメニ累層上部層ボグゥルカ層アバラク累層ト

ゥトレイム累層(以上ジュラ系上部統)が分布しこれ

第7図プンガ天然ガス囚産ガス層構造図

1一産ガス層被覆層の等深線

2一産ガス層の等深線

3一産ガス層欠除帯

4一産ガス井

寧

を白亜系と部分的に古第三系が蔽い新第三系を欠き

タｰリツァ累層(暁新統)上に厚さ250㎜の第四系が堆積

しプンガ天然ガス田の堆積被覆層の総層厚は1,580-

1,990mである.

ガス層は!層で産油層はジュラ系上部統のチュメニ

累層ボグゥルカ層と基盤の風化殻と多割れ目頁岩体で

いずれも水理力学的には単一の貯留層を形づくっている

(第7図).貯留層を代表する岩相は砂岩でボグゥノレ

カ層の上･中･下3層の上部層の場合だけが生物源砕屑

石灰岩を主体としている.これら貯留層の開放孔隙率

は23-32%透水度は500-6,700mD少例ながら

33,800mDのものもある.

天然ガスのトラップ充填係数は0.9に等しい.産

出天然ガスはメタン系(CH｡含有率88-98%)で他のメ

タン族炭化水素を最高3.35%'窒素を最高4.10%一酸

化炭素を最高1.5%含有する.なおガス中には平均

12.4cm3/m3のコンデンセｰト(比重0.75沸､魚61℃メ

タン基質)を含んでいる.

本天然ガス田は1966年の採掘開始以来!973年12月

31目までの総生産量が45兆2,980億m3に達し当時の西

シベリアでは最大の天然ガス田でガスコンデンセｰド

も135,500t産出している.しかし天然ガス生産量�
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策3表

フロロフ油田･ガス田区の油田と天然ガス田

油田･ガス閏多発見年

54.北カズィｰム1965

55.北ソテユガｰン1963

56.南ソテユガｰン1964

産出層

の記号

4.カズイ

J旧一7

J2一田

��

��

種類

の

記号

トラップ

のタイプ

記号

鐘蔽層

の層厚

��

(A.a.コンドロヴィチほか:1975)

産出度池水界油柱･

ビｰン(1井)面･ガス

口径石油1ガスコン1妄㍍層圧層温憐瑠ガス柱

ぞンセｰ1(｡1｡･(㎏/書面)標の高さ

(㎜)(mg/日)1(m與/目)lm8/日)cm2川C)1('m)(血)

一ム天然ガス田域

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�　

�

��

��〰　

����

〃一1,964

���　

㈱�椀

-1985一

一一2040

���

����51クラスノレｰニンスカヤ油田域(1.7万km2)��������

57.カｰメンノエ1962�PK別�O�M�130�50�12.O�一�O.14�147�77�146060�

�P8-J2-5�O�M�600�8�150�'�一�240�12司�2450�190

58.エリサロフ1963�J2�O�ML�635�(1839)�4.9�一�一�一�一�2450�20

59.ロルバ1966�PK洲�O�PS�137�'�20�一�一�一�一�1460�40

60.エムエガｰン1971�PK21�O�PS�130�(150)�8.5�一�一�140�65�1420�30

�J2-8�0�ML�610�6�150�一�1.05�270�98�2450�一

61.パリヤノボ1972�PK別�O�PS�ユ35�(310)�4.3�一�O.15�143�65�1408�10

�J2一里�O�ML�63�8�192�一�37.8�253�106�2450�175

62.テブリｰス1971

6.トポｰリ

�∀

(北)

BS珊

(南)

�

�

ズク天然ガス田域

�

�

�　

�　

��

1.3143.4一

往:第2表と同じ

デ

』

⑱

マ

�

弓

⑱

∀

は1969年の8兆2,480億m冒ガスコンデンセ]トは1971

年の47,000tをピｰクに漸減の傾向にありそれにかわ

って後述のメドベｰジエ天然ガス田が破竹の勢で天然

ガスの生産を激増させている.

このプリウラノレ油田･ガス田区には1地形9隆起

構造体5ドｰム状構造2構造ノｰスがあり区総面

積は少粗くとも6.1万km2に達しているので1974年

以降も新たな発見があっただろうしいくつか採掘に入

ったものもあると思われるがさだかで粗い.

と

③

薦

�

･⑪

Jズク⑩

イルl/シュ川･

〵����㈰

㌻㎞

第8図

フロロフ油同ヨ･ガス因区油

田･ガス閏分布図

(凡例は第2図･第3図

参照)

フロロフ油田･ガス田区

この油田･ガス田区はさらにカズィｰム城クラ

スノレｰニンスカヤ城トボｰリスク域の3油田･ガス

田域に分けられ(第8図)8油田(0)6天然ガス岡

(0)を有する.第3表がその油田と天然ガス田の

パラメｰタであるが採掘されているものはない(1974�
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日fEヨ2匝≡]3匿三ヨ･回コ5E三1ヨ6

駿囲晒垣1□仁1

第9図(a)カｰメンノユ油田を含むクラスノレｰニンスカヤライズ

のチュメニ累層層相の模式分布図

1一生として粘土層(砂岩<5%)2一砂岩=5-10%

3一砂岩=10-25%4一砂岩=25-50%

5一生として砂岩層6一推定層相境界線

7一チュメニ累層欠除帯

8一チュメニ累層被覆層の等深線9一同推定等深線

10一推定満水界面11一出油井

12一試錐丼17一カｰメンノエ油田

年1月1日現在).

この油田･ガス田区を代表する油田はカｰメンノエ抽

出天然ガス田は北カズィｰム天然ガス田である.

カｰメンノェ油田この油田はハントイ=マンシ

』ズクの北西ほぼ100良mオビ河の左痒に位置する.

カｰメンノェ局地性ライズは!960年クラスノレｰニ

ンスカヤ地形エｰンドィリドｰム状隆国中心部におけ

る反射法地震探査で把握されその軸方向は南北に近く

基盤面の反射屑によるヘッドは130mに讐しいがその

断面上部のベリョｰゾボ累層(ツｰロンｰゴニャｰクｰサ

ントン階)によるヘッドは15mとなりそのライズの面

積はかなり減少する(第91刻).

この局地性ライズに対する探査試錐は!960年に開始さ

れ本油田は1962年に4番目の探査試錐(第!3一酬二)で

発見された.I

基盤は絹雲母千枚岩石墨一緑泥石一石英片岩石

英一緑泥石片岩とカタクラサイト化黒雲母花陶岩からな

りその花商岩の絶対年代は685-810×106年でリ』

フェイ期後期に相当している.基盤岩は風化殻を伴い

その厚さは最大40mであるが隆起部ではその風化殻

エムェコフパリヤノボアイトｰルカｰメンノェ

油田油田油田油田

“〃72227∂24
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第9図(b)カｰメンノエ油田を含むクラスノレｰニンスカヤライズの

アプトｰオｰブ階模式地質断面

1一シルト岩泥質砂岩2一生として泥岩3一池水界面

は侵蝕作用を受けている.

基盤岩(および風化殻)上にはチュメニ累層ボグウ

ルカ層アバラク累層が堆積しているがボグウルカ層

の分布はせまい.さらにその上位にはボルガ階バジ

ェｰノボ累層その上に白亜系と古第三系がのりとこ

ろによっては第四系も存在するが新第三系は狂い.

本油田範囲での堆積層の総層厚は2,290-2,480mであ

る.

産油層はチュメニ累層とボグゥルカ層でチュメニ累

層は砂岩と礫岩を大有する粘土層･シノレト岩互層でそ

の砂岩が油層を胚胎し開放孔隙率は16-!7%ときに

30卿と達し透水度はひ1-835ミリダルシｰだが2,000

ミリダノレジｰに達している所もある.その貯留性がす

ぐれた砂岩はカｰメンノエ局地性ライズの西斜面と北東

斜面に発達する.

ボグゥルカ層は1本の試錐井で確認されているだけだ

がその出油部分は海緑石を伴った細粒質砂岩である.

そのほか基盤の割れ目に富んだ岩石も貯留岩となって

おり以上のいずれの貯留岩層も水理力学的には一つに

結びついた関係にある一

1弁当りの出油量など油田のパラメｰタは第3表に

かかげてある.

原油はナフテンｰメタン系のものでその比重はトラ

ップの頂部近辺から満水界面に向ってまた北から南に

向ってO･801から0･836に増大する.ガス要素は100一�
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150m3/tから500mq/tまでであり満水界面に向って

硫黄含有率は0.01%から0.26%に固体パラフィンは

1.0%から6.44%に珪酸ゲルクｰノレは1.09%から4.28

%にアスファルテンは0から0.4%にふえる.

もう一つの出油層本油田でいうPK1-2層(オｰブ階

下部層)は深度1,450-1,510mに分布し1966年に試

錐第35号井で発見された.PK1-2層は粘土層薄層を爽

有した砂岩から粧りカｰメンノエ局地性ライズ全域に

拡カミる.トラップの石油充填係数は1に近い.

1974年1月1日現在まで全く稼行されていない.

北カズィｰム天然ガス田このガス田はカズイｰム

川の右岸に位置し西75良mに盛に稼行中のポフロム天

然ガス田がある.北カズィ]ム局地性ライズはナド

ィｰム凹地ソロムエガン隆起体西部で行われた1961年の

反射法地震探査で存在が明らかにされたがその軸方向

はNW-SEクロｰジャｰは5km×1砥㎜チュメニ累

層上面の反射波によるヘッドは130mである.この局

地性ライズ区域での探査試錐は1962年に始められ本ガ

ス田の発見は3番目の探査試錐による(1965年).

基盤岩は角閃石はんれい岩はんれい岩紫蘇輝石は

んれい岩からなりそのうちはんれい岩の絶対年代は

426×106年でシノレル紀に相当する.この基盤表部に

は風化殻が発達しその上にチュメニ累層下部層がのり

その上位にはジュラ系上部統白亜系古第三系が分布

し新第三系を欠き始新統リュリンボル累層上に厚さ

200mの第四系が重なっている.この北カズィｰム天

然ガス田の基盤上の堆積層の総層厚は2,175-2,380m

である.

､1

⑮ト

＼70

｣ヨ

デイ

ミ06附.1

'ヤント

ｰ'⑪タ川底1

⑩私自

第10図カイムィソヴィ油田

本ガス田のガス層はJ6一?(?)層中の1層だけで地

表下2,209-2,294mに賦存する.J6一?(?)層はジュラ

系中部統(バス階?)でチュメニ累層ペレグリョ]ブ

ノェ層の上位に分布する.このJ6一?層は炭質砕屠

泥質層を伴った砂岩から杜る.

第177号井の産ガス量が100万m3/目とか粧り大きい

が1974年1月1円にはまだ開発されていない.

このフロロフ油田･ガス田区は総面積24万km2もあ

るのに探査密度は西シベリアの11油田･ガス田区の中

で最低であ否.だが予想埋蔵鉱量は石油換算で巨

大大やや大中やや小小という分類の<中>に

入れられているので新しい油田やガス田新たな油

層･天然ガス層の発見はまだ続くことであろう.前述

のプリウラノレ油田･ダス田区よりも新発見量は多いも

のと思われる.

カイムィソヴィ油田･ガス田区

この油田･ガス田区(第2図)内には主として単純

な構成の構造系列の油田ガスコンデンセｰド田などか

ら妊り複雑な構造系列に入るのはペルボマｰイスコエ

油田だけである.単純構造系列を代表する例がオレ｣

ニエ油田である.

この油田･ガス田区は'さらにデミャｰンガカイ

ムィソヴィメジョフスキｰの3城(第10図)に区分され

1974年1月1目現在21油田と6ガスコンデンセｰド田

が知られている(第4表).

オレｰニェ油田この油田は1966年に反射法地震

探査によって把握されたカイムィソヴィ隆起

体北東部のオレｰニエ局地性ライズに胚胎され

ている.そのライズはNW-SE方向に少

し長い円形の構造でJ1層によるヘッドは60m

である.

この局地性ライズに対する探査試錐は1967年

に始められ油層は同年に最初の試錐で発見さ

れた.

基盤は風化成の菱鉄鉱を含有した炭酸塩化

泥質岩からなる.この基盤岩層上にチュメ

ニ累層の地層が分布しそれをジュラ系上部統

■

一

055110-16引km

』

.天然ガス閏匿の油田とガス用の分布状況

白亜系古第三系が蔽い新第三系はなく漸

新統上部階のアブロシモフカ累層上に厚さ15正n

の第四系が分布している.本油田の堆積被覆

層の総層厚は2,840-2,900mである.

本油田の油層は1層(1974年1月1日現在)で

ジュラ系上部統のワシュガ]ン累層に胚胎され�
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策4表カイムィソヴィ油田･ガス田区の油田とガスコンデンセｰド田

油田･ガス閏多

発見年

産出層

の記号1

種類

グ)

記号

トラップ

のタイフ

記号

��

遮蔽層

の層厚

��

ビｰン

口径

(㎜)｣

産出

度

(/井)

石油

(m8/目)

ガスコニ/天然ガス

デ:■セｰ

ド(×103

(m語/目)m3/目)1

層圧

��

�㈩

層温

(｡C)

池水界

面･ガス

水界面

(ガス油

界面)標

高

(一m)

油柱･

ガス柱

の高さ

(皿)

7.デミャｰンカ油田域

63.ダイラコヴィ1964

64.アイヤウンユ968

65.ウサノヴで1971

66.ウｰノレチ1970

67.ムルクノフスキｰ1971

�

��

�

�

�

伀

伀

伀

伀

伀

�

�

�匀

�

�

㌳

�　

�　

�　

�　

��

�

�

��

��

㈵

㌴

㈮�

㌰�

�

��

㈲�

㈲�

㈷�

㈰

㌰

�

�

8･カイムィソヴィ油田

城(2万km2)

68.ラル1･ムキヌィ1972�Jl�O�PM�20�(1300)�3.5�一�一�一�一�2315�10

69.クラピヴィンスキｰ1972�J1�O�PML�120�(1300)�12.8�'�一�一�一�2572�24

70､モイセｰエフカ1964�J2�O�PML�130�(1911)�22.3�一�■�一�'�2516�102

71.カトィリガ1965�Jl�O�PM�50�10�45.8�■�2.3�252�92�2392�32

�J2�O�M�25�12,1�2.2�'�一�一�一�i�i

72.ロンドイニヤフ1964�Jl�O�PM�35�(2534)�9.5�■�一�一�一�2415�50

73.オレｰニエ1967�J1(東)�O�PML�60�12.1�84�■�10.7�260�98�2480�37

�Jl(酉)�O�PML�60�12.1�100.8�^�4.98�265�97�2510�60

74.ペルボマｰイスコエ1969�Jl�O�PM�一〇�8�57.5�■�3.7�252�91�2420�74

75.ヴェセｰンネエｰ1973�J1�O�PM�40�8�68.2�■�3.5�250�86�2428�23

76.オｰセルノイ1970�Jl�O�PM�40�8�135.4�一�13.3�'�97�2506�30

9･メジョフスキｰ油国･ガス=1ンデンデンセｰド固域(5万km2)

77.メジョフスキｰ1962�TM1�0�PM�3�(1000)�2�一�一�一�一�1844�`

�Jl�O�PML�60�(1000)�2,8�i�■�■�一�ユ922�■

78､東メジョフスキｰ1966�J1�O�PML�80�8�34�■�一�i�一�2180�■

79.ヴェセロｰフスコエ1965�Jl�GC�PLS�80�32�一�16.O�60.2�一�一�2189�■

80.マロヴェセロｰフスコエ1964�J1�OG�M�80�121�16�■�200�i�一�2180�一

81.ヴェルフタｰラ1970�J1�O�M�50�30�300�`�25�247�■�■�■

�J5一個�O�PLS�10�一�'�■�■�一�一�.�一

82.マロイチャｰ1974�JM�0�PM�10�(30)�8.O�一�一�一�i�■�■

83､ラキチヌィ1971�J1�O�PM�10�12.1�40�■�■�■�･�一�一

84.カザｰンスコエ1967�J1�GCO�PL�170�15�3.5�19.1�276�253�82�2364�

������㌴��

�J1�GC�PL�7�10�一�16�200�253�80�2346�50

�J1�GC�PSL�25�10�一�16�200�250�83�2369�44

�J2�GC�PL�30�22.2�一�4.2�38.6�250�84�2385�14

�J8�GC�PL�20�22.2�･�1.9�31.1�250�86�2420�13

85.カリノフスキｰ1973�J1�0�M�180�8�105�■�23.6�254�82�2436�54

注:記号は第2表と同じ�
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驚

匡雪1Yu!層被覆層の等深線

図･油層分布範囲

国j試錐点

区コ1砂岩

匿…ヨ･泥岩とシルト岩

屋司苗含油砂岩

Eヨ1地震波射層IIa

匡動涯青質砂岩

･a一産油層Yu1層被覆層の構造図

b一産油層の地質断面

水界面

一2,420m

迎旺

戀

第11図ペルボマｰイスコエ油田

a一産油層Yu1層被覆層の構造図b一産油層の地質断面

1-Yu1層被覆層の等深線2一油層分布範囲3一試錐点

4一砂岩5一泥岩とシルト岩6一合油砂岩

7一也籏波反射層皿a8一握青質砂岩

ている.貯留層は砂岩でその開放孔隙率は16-20%

透水度は14-85ミリダルシｰである.他のパラメｰタ

は第4表に示してある.

ペルボマｰイス=1工油田この油囲はカイムィ

ソヴィ隆起体のノボヴァシュガｰンドｰム中央部にお

ける1964年の反射法地震探査で明らかになったペルボ

マｰイスコエ局地性ライズに胚胎されている.その軸

方向はほぼ南北でジュラ系上部統バジェ』ノヴォ累層

､

一､ヘ

ム

､

セ

'＼

ト､

ボρ

一フ川
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⑮
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第12図ハｰイドゥギナ油田･ガス囚区の油囚･

ガスロ]分流状況

の灌音質粘土層による反射波からするとそのヘッドは

160mである(第11図)･

ペノレボマｰイスコエ局地性ライズに刻する探査試錐は

!969年に始められその年に最初の試錐で本油田が発見

された.

産油層のJ1層は粘土層とシノレト層を爽有する砂岩層

でその砂岩の平均孔隙率は16.5%である.

原油はメタン系のものでその比重は0.83S分は平

均0.69%と少ない.

この油固･ガス困区の場合1974年1月1日現在でい

えば稼行されているものは狂い.しかもこの油田

･ガス田区の総面積は13万}皿2であるが予想埋蔵鉱

量は<小>探査密度は<中>であるから今後大きな

期待はできないだろう.それにしてもソ連の得意と

する水攻法ガス攻法などが使え実収率60%が期待で

きそうな2,000万tクラスのたとえぱオレｰニエ油田

や多層ガスコンデンセｰド田として有望なカザｰンスコ

エがあるわけだからこのまま放置することは考えられ

ない.もったいないの一語につきる.

なお｢一｣印の多いものは探査中を示していると

思われる.

ハｰイドゥギナ油田･ガス国区

この油岡･ガス田区(第12図)には単純構造型の油田

や天然ガス岡ガスコンデンセｰド田だとが知られてい

るだけである(第5表)･

この油田･ガス困区を代表させるものとしてはウス

チｰシリカガスコンデンセｰト田が適当と思われるの

でその産状などについて紹介しておきたい.

ウスチｰシリカガスコンデンセｰト田このガス

コンデンセｰド田はトムスク州カルカソｰク村部落の

南南西39良mに位置し1956年にシリカドｰム状隆起

体中央部での反射法地震探査によって明らかにされた

ウスチｰシリカ局地性ライズに胚胎されている.その

軸方向はNE-SW規模は5k㎜×11隻mヘッドは70m

である.

この局地性ライズに対する探査試錐は1959年に始めら

れその3番目の試錐で1962年に本ガスコンデンセｰド

岡が発見された.

基盤はデボン紀相の放散虫化石片を含む石灰岩珪

酸塩一菱鉄鉱質岩角礫層を爽有する凝灰質頁岩からな

りその表部に厚さ13-19mの風化殻が発達している･

この基盤岩層上にチュメニ累層の岩層が分布しさらに

その岩層をジュラ系上部統白亜系古第三系が蔽い

新第三系を欠きノボミハイロフ累層(漸新統中部層)上�
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策5表

ハｰイドゥギナ油田･ガス囲区油田･天然ガス田･ガスコンデンセｰド田

油田･ガス閏多発見年

産胞層

び〕記号

種類

α)

記号

トラップ

のタイプ

記号

遮蔽層

の層厚

��

産出量(1弁当り)満水界油柱･

ビｰン面･ガス

層圧層温水界面ガス柱

口径石油ガスコン天然ガス(ガス油

デンセｰ界面)標の高さ

ト(･10･(㎏/商

(mm)(血3/目)(m3/目)m8/目)cm2)(｡C)(一m)(m)

86､キｰエフｰエガン1969

10.バイドウ

止1･

キナ油田城

���㈱�㌀

11.シリカ油田･ガスコ

㈵���　

ンデンセｰド岡城(3.6万km2)

87.ウスチｰシリカ1962�Jl�GC�PL�120�22.2�“�11.O�106�一�i�2221�59

�������

88.シリカ1961�J1�G�PL�100�8�一�O.003�9.2�■�110�2200�30

�J3�G�PML�5�4.7�■�O.07�12.O�■�112�2251�20

89､中シリカ1965�J1�GC�ML�90�1113�'�■�84.2�i�i�2210�20

90.ペロヤルスキｰ1962�J8�GC�PL�10�121�一�1.27�17.3�一�一�2200�20

91.北シリカ1971�J1�GC�ML�100�10�■�23.O�115�242�82�2313�60

92､ソポリノエ1967�BPl�O�PS�8�8�103.2�一�3.3�223�一�^�■

O一油層GC一ガスコンデンセｰド層

PM一層一塊型PL一層一堆積相型

ML一塊一堆積相型PS一層一ドｰム型

G一天然ガス層

PML一堆積相遮蔽一層一魏型

に厚さ30-40㎜の第四系が堆積している.本ガスコン

デンセｰド田の被覆堆積層の総層厚は2,400-2,520m

である.

匿ヨ1国2回3

国ヨ4国コ5

皿0255075100km

'､一､'､

イ･.＼

手ビ河マ

郷幣

1､､'

島発

第13図面シベリアの油田･ガス回開発の端緒となったベリョｰゾボ天

然ガス田とトリョｰホゼロ油田の位慶と隣接油貝ヨ･ガス山群

このガスコンデンセｰド田にはJ1層(ジュラ系上部統)

中にガスコンデンセｰド層カミ1層知られ賦存深度は

2,250-2,309mである.このJ1層はナウナク累層

上部層を構成し粘土層･シルト岩層を來有した砂岩層

である.上記局地性ライズの頂に向ってこの砂岩の

有効層厚はJ1層の層厚の20-25%から65-70%に増大

する.またその砂岩の開放孔隙率は11%から18.4%

平均12%透水度は0.4-143ミリダルシｰ平均20.0

ミリダルシｰである.その他のパラメｰタは第5表に

かかげてある.貯留層のタイプは孔隙型産出度は中

程度である.

この油閏･ガス閏区には1974年1月1日現在稼行さ

れているものはない.この区の総面積は16万km2で

予想埋蔵鉱到ま<やや大>という評価がされている.

しかし探査密度はフロ回フ油田･ガス閏区の場合と同

程度である.したがって将来性は大きい.(つづく)

凡例1一天然ガス岡(1一ベリョｰゾボ2一チュエリスキｰ

3一ツギヤン4一兆カズィｰム5一イｰグリム6一プンガ

7一ゴルノエ8一オｰセルノエ9一シェフトウンゴルト

10一ソチ･ユガｰン11一ベルフネ纈一シダ)

2一滴閏(12一カｰメンノエ13一エリザロフユ4一オルィミヤ

15一モルトィミヤ16一テｰテレフ17一トリョｰホゼiコ

18一レシピンスキｰ19一ポイキノ20一スルグｰト)

3一凹地の境界

4一地震反射波による地層等深線

5一推定等深線�


